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塩田川におけるエツ Coilia nasusの卵・稚仔魚の分布

エツ Coilia nasusはカタクチイワシ科に属し , 日本で
は有明海および流入する河川流域にのみ生息する特産種
1) で , 本種の親魚は夏に河川を遡上し , 感潮域の淡水域
で産卵する 2)。また，本種が遡上する河川として筑後川
が有名であり , その支流である早津江川も含めて，5～
7 月に遡上エツを漁獲する流し刺網が風物詩 1) となって
いる。
本種の再生産は、そのほとんどが筑後川でなされてい
るとされていた 3-6）が，伊藤ら 7) の報告で，佐賀県六角
川についてもエツの再生産場であることが示唆された。
そこで，本研究では六角川から南に位置する塩田川に
おいて，エツの再生産する場であるか明らかにするため，
当河川においてエツの仔稚魚分布や産卵状況および餌料
環境等を調査したので，以下に報告する。
　なお、本調査は , 平成 29 年度は県単独事業で実施し ,
平成 30 年度は水産庁補助事業「有明海漁業振興技術開
発事業」の一環として実施した。

図 1に調査定点の位置を示し，表 1に調査実施年月日
および調査定点等を示した。
　平成 29 年度は , 調査実施前現地調査で河川流量が比
較的多く , 橋上からの調査実施時の現場の安全性等が
良好であり , 且つ当該河川感潮域のほぼ中央であった
St.S2 を調査定点とした。平成 30 年度は , 平成 29 年度
より広範囲の調査を実施するため ,St.S2 の上流及び下流
の直近の橋を調査定点に加えた St.S1,St.S2 および St.S3
の 3 定点で調査を実施した。

平成 29 年度および平成 30 年度ともに ,「網目合い
0.351mm口径 80㎝、側長 240㎝」の丸稚ネット（以下「稚
魚ネット」とする）を使用した。なお , ネットの濾水率
算出のための網口中央部には濾水計（（株）鶴見精機製
T.S ろ水計）を取り付けた。
また、曳網中表層に垂直に定位させるため、網口上部

にはフロートを取り付け , 網口下部には適当な重量の錘
を取り付けた。さらに , 調査時の河川流速測定のため ,
網口上部にフロート付き１mロープを取り付けた。

　平成 29 年度は , 採取時刻は , 大潮期間の満潮時刻から
1～ 2時間後の下げ潮時とした。平成 30 年度は , 大潮期
間の満潮時刻から 2～ 3時間後の下げ潮時とした。
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橋の欄干から稚魚ネットを河川中へ投入し調査を行っ
た。なお,曳網時間は各定点において原則10分間とした。

　平成 29 年度および平成 30 年度ともに , 調査時に河川
水の水温 , 塩分 , 水深等の測定も実施した。

　平成 29 年度および平成 30 年度ともに , 採取された試
料は ,各定点の調査終了後速やかに氷水中で氷温保存し ,
センターの実験室へ持ち帰った。その後 , エツの卵およ
び稚仔魚 , その他の魚類等に選別した上で , エツの稚仔
魚は 80％エタノール液に保存し , エツの卵 , その他の魚
類およびその他の動物は 10％ホルマリン液に保存した。

エツの卵および稚仔魚は , 平成 29 年度および平成 30
年度ともに個体数計数および体長測定を , エツの卵およ
び稚仔魚は個数計測を行った後 , 濾水量 100m3 あたりの
採捕数量（粒 /100m3, もしくは尾 /100m3）に換算し , 各
定点におけるエツの卵および稚仔魚の出現動向の把握
を行った。また , 平成 30 年度はエツの餌料生物となり
うる甲殻類プランクトン等についても個体数の計数を行
い , 濾水量 100m3 あたりの採捕数量（個体 /100m3）に
換算し , 各定点における餌料生物の出現動向の把握を
行った。

図 2に曳網濾水量 100m3 あたりの卵および稚仔魚の
採取量を示した。図 3に平成 30 年度に採取された調査
日別定点別 1曳網毎のエツ稚仔魚の体長組成を示した。
平成 29 年度は , 卵が 7 月 12 日～ 7 月 27 日に採取さ

れ,曳網濾水量100m3あたりで最大20.4粒が採取された。
稚仔魚は採取されなかった。
平成 30 年度は , 卵が 7 月 11 日に でのみ採取さ
れ , 曳網濾水量 100m3 あたりで 15.2 粒が採取された。稚
仔魚が 7 月 26 日に および で ,8 月 9 日に

でのみ採取された。曳網濾水量 100m3 あたりで
は , で１.0 尾 , で 5.6 尾 , で 1.6 尾であっ
た。採取された稚仔魚の体長分布については ,7 月 26 日
に 3.5 ～ 5.5mmのふ化仔魚が採取され , 複数尾採取され
た St.S2 のモードは 3.5mmであり ,8 月 9 日に で



21

24.0mmの後期仔魚が採取された。

図 4 に平成 30 年度の調査期間における曳網濾水量
100 m3 あたりの餌料生物出現個体数を示した。各定点
で餌料生物が , ではカラヌス目 , アミ目 , 十脚目幼
生および端脚目の 4 種の甲殻類プランクトンが ,
ではカラヌス目 , アミ目および十脚目幼生の 3種の甲殻
類プランクトンが , ではカラヌス目および十脚目
幼生の 2種の甲殻類プランクトンが出現していた。中で
も ,3 定点ともエツの初期餌料として重要なカラヌス目
の出現量が非常に多く , 曳網濾水量 100 ｍ 3 あたりでは

で最大 1,158,879 個体（9 月 25 日）, で最大
143,302 個体（9月 25 日）, で最大 240,498 個体（7
月 26 日）であった。

図 5に定点別の水温及び塩分の変動を示した。

平成 29 年度の水温の推移は ,24.6 ～ 32.5℃でエツの発
生上特に問題となる水温範囲ではなかった。また , 塩分
の推移は 0.08 ～ 4.36 で , 卵採取時は 0.08 であった。
平成 30 年度の水温の推移は 23.1 ～ 32.5℃であった。

また , 塩分の推移は 0.08 ～ 14.43 であり , 中でも卵採取
時は 0.08 であった。

塩田川は , その流路延長が約 26.1km に及ぶ 8）が，中
流域に塩田井堰が造成されていることから，その感潮域
は河口から 7kmと筑後川 1）と比較してかなり短い。し
かしながら，本調査の結果 , エツの卵 , ふ化仔魚および
後期仔魚が採取されたことより，筑後川 9-14）と比較して
規模は小さいものの塩田川においてもエツの再生産が行
われていると確認された。
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なお、塩田川の河口付近で採取されたふ化仔魚および
後期仔魚については，その由来を筑後川もしくは六角川
からの来遊個体とする意見があるが，エツの卵の発生及
びふ化仔魚の成長への高塩分の影響 15）や筑後川もしく
は六角川を経て塩田川に至る有明海湾奥部の潮汐潮流
16,17）や恒流 18,19）の状況を考慮した場合 , その可能性は低
いと推測された。
　本調査では当該河川の感潮域でエツの初期餌料として
重要なカラヌス類を主体とした甲殻類プランクトンが調
査期間を通じて大量に確認された。この要因として，そ
の距離は短いものの感潮域全体で高濁度水塊が形成され
ていることから甲殻類プランクトンが増えやすい環境と
なっている 20,21) と推測された。

また，河口域から約 6km上流付近までは，その流域
沿岸にヨシ原がほぼ切れ目なく形成されていることか
ら，豪雨に伴う河川水増水時における稚仔魚の避難場と
しての役割を果たすとともに , 産卵の場や卵の下流域お
よび海域への流出防止の役割を担い，塩田川におけるエ
ツの卵及び稚仔魚の残留率を上げる効果が期待された。
また , 漁業者からの聞き取りでは「塩田川河口域でシ

バエビ等に混じって小エツ（エツ当歳魚）が漁獲される
ことがある」との報告があった。さらに，当該河川内は
網漁業免許が無いことから人為的に産卵親魚の遡上を妨
げる可能性が低いことなどを考慮した結果，塩田川の感
潮域がエツの再生産場および成育場となっていると推測
された。
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